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藤 井 尚 致 (阪大 ･人間科学部)
2.ヤクザル自然群の採金時における個体問距離
古 市 剛 史 (京大 ･理学部)
3.群れの統合に関わる餌の問超
森 明 雄 ･大 沢 秀 行
(京大 ･霊長研)
4.下北研究林のニホンザル社会
鈴 木 延 夫 (北大 ･文学部)
5.個体と群れのあり方
糸魚川 虹 祐 (阪大 ･人間科学部)
6.ニホンザル研究における現象学的アプローチ
の可能性
菅 原 和 孝 (北大 ･文学部)
7.ニホンザルの群れの統合機構についての理論
的考察
乗 越 胎 司 (上智大 ･生命研)
8.ニホンザルの社会性
川 村 俊 蔵 (京大 ･霊長研)
座 長 大 沢 秀 行 ･川 中 健 二
(岡山理科大 ･理学部)
岩 本 俊 孝 (宮崎大 ･教育学部)
川 村 俊 哉 ･根ケ山 光 一
(阪大 ･人間科学部)






























野 上 裕 生 (17i大 ･詔技研)
2. シカ規の前進的進化における生態的 ･形倍的
適応
大泰司 紀 之 (北大 ･歯)
3.迫伝学からみた適応
野 揮 誹 (京大 ･笠技研)
4.骨の構築からみた械能的適応
木 村 ff(･TrlJ7ミ大 ･医)
5.ホルモンと神経による自発運動の調節
川 砧 誠一郎 (広大 ･理)
6.社会性の進化
伊 藤 嘉 昭 (名大 ･農)
7. ニホンザルの適応について- 生態学的見地
から































加 藤 順 三 (山梨医大 ･医)
2.妊娠後半期サルの腸内分泌細胞の形態
小 林 繁 (山梨医大 ･医)
3.精鵜内キチン結合物質を用いての透明屈反応
機構の解析
及 川 胤 昭 (山形大 ･理)
4.無排卵とエストロジェンのpositivefeedba-
ck
田 村 貴 (自治医大･医)
5.血液からみたニホンザルの発達
竹 中 晃 子 (京大霊長研)
6.小脳一大脳皮質投射の生後発達の可塑性
川 口 三 郎 (京大 ･医)
7.ニホンザルの奥行視の発達
辻 敬 一 郎 (名大 ･文)
8.知覚 ･運動機能からみたニホンザルの発達段
階
松 沢 哲 郎 (京大･霊長研)
9.ニホンザル集団における社会的行動の初期発
達
木 村 光 伸 (名学院大 ･経)
10.重度奇型ニホンザルの行動発達
中 道 正 之 (阪大･人科)









野 揮 謙 (京大･霊長研)
2.餌付けがもたらしたニホンザルの生態の変化
杉 山 幸 丸 (京大･霊長研)
大 沢 秀 行 (京大･霊長研)
3.人蛾学にとって ｢家畜化｣とは?
江 原 昭 善 (京大･霊長研)
4.野生稲の雑草性
森 島 啓 子 (迫伝研)
5.栽培植物の起原- イネ科穀規を中心に-






西 田 隆 雄 (東大･良)
8.マウスの亜種分化と実験動物化
森 脇 和 郎 (迫伝研)
米 川 博 道 (埼玉県癌センター)
9.退伝的蛋白変異.特にヘモグロビン型変異か
らみた家畜牛の起源




m 中 一 栄 (東方.:Ri大)





























































司 会 水 原 洋 城 (束京良工大･農学部)
1. 野生チンパンジーの道具使用行動
上 原 IiBJ 男 (札幌大 ･散在郡)
2.オマキザルの知的行動
伊 沢 紘 生
(宮城教育大 ･教育学部)
3. ニホンザルの道具使用行動
樋 口 義 治 (愛知大 ･教養部)
4. チンパンジーの トー クン使用














































































座長 大沢 済 (日本モンキーセンター)
5) 走と生理
久保田 競 (京大 ･霊長研)
世話人 江原昭善 ･河合雅雄･近藤四郎






























座長 伊谷純一郎 (京大 ･理)
パネルディスカッション
｢チンパンジーの社会をめぐって｣
世話人 江原昭善･河合雅雄 ･
鈴木 晃･田中二郎 ･
渡辺 毅
(文資 :渡辺 毅)
